
温度は⽣物にとって重要な環境情報であり､動物は環境温度の変化に適切に応答すること
で⽣存できる。我々はシンプルなモデル⽣物である線⾍Caenorhabditis elegansを⽤いて、
飼育温度に依存した低温耐性および、温度変化に馴れる温度馴化の理解を⽬指している。
本セミナーでは、低温耐性と温度馴化に関わる神経回路における温度情報伝達と、その下
流でいかに腸の脂肪量を制御して低温耐性を変化させるかについて、分⼦遺伝学と光学イ
メージングなどを組み合わせた最近の研究から紹介する。

低温耐性とは、涼しい温度の15℃で飼育した線⾍は2℃の低温でも⽣存できるのに対して、暖かい
温度の25℃で飼育した線⾍は2℃の低温では⽣存できないという、飼育温度依存的な現象である。
また、15℃で飼育した線⾍をわずか3時間25℃に置くことで、25℃になれて2℃で⽣存できなくなる
という、温度馴化を⽰す。

温度に馴れるための
脳と腸の協調戦略
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低温耐性および温度馴化の温度受容には頭
部の3対の温度受容ニューロン(ASJ, ADL, ASG)
が関わっており、それぞれの細胞内で、3量
体Gタンパク質経路、TRPチャネル、あるい
は新規の温度受容体DEG/ENaCが温度受容に
関わっていた(⽂献1-5)。⼀⽅で、記憶や学習
に関わる転写因⼦CREBが温度馴化の促進に
関与しており、その機能細胞解析から、温
度受容ニューロンASJから尾部の介在ニュー
ロンPVQを介して、頭部のハブ介在ニューロ
ンRMGに⾄る温度馴化促進の神経回路が明
らかになった(図, ⽂献6)。25℃に馴化すると
低温耐性が失われ2℃で⽣存できなくなるの
は、25℃飼育個体と15℃飼育個体で腸に蓄え
られた脂肪量に違いがあり、それはASJ-PVQ-
RMG神経回路の下流で分泌される神経ペプ
チドが、腸の脂肪分解酵素を活性化してい
るためであった(⽂献6)。以上の研究内容に
加えて、温度馴化を利⽤した脳腸連関の解
析モデルの今後の展望について紹介する。
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